
クラスター等対策チーム派遣実績について 

 

令和３年１月３１日 

健康福祉政策課 

健康危機対策室 

 

１ クラスター等対策チームの概要 

 令和２年６月１６日から施行された「千葉県新型コロナウイルス感染症に係るクラスター等対

策チーム組織運営要綱」に基づき、事前登録された県内医療機関等に所属する感染管理医師

（ICD）等、感染管理認定看護師（ICN）等及び感染症予防に関する実地疫学専門家養成研修修了

者（FETP）をクラスター等発生施設に派遣し、感染拡大防止等のクラスター対策を行う。 

 

２ 登録者について 

感染管理医師（ICD）等          44名 

 感染管理医師資格保有者・感染症専門医等。主に施設内で発生した濃厚接触者からの検査

検体採取や、陽性患者が多数の場合の優先搬送順位の検討等を行う。 

感染管理認定看護師（ICN）等   54名 

 感染管理の認定資格保有者又はそれに相当する者。主に施設内のゾーニングや、PPE着脱

訓練等施設内での感染拡大防止に係る指導等を行う。 

実地疫学専門家養成研修修了者（FETP）  4名 

  県職員で国の感染症研究所に派遣され研修を受講した者（現在受講中の者1名を含む）。

保健所に同行し現地確認の上、濃厚接触者の調査等施設内の感染拡大リスクの評価を行う。 

 

３ クラスター発生施設への派遣実績（１/３１時点） 

① クラスター発生施設（陽性患者５名以上） 

医療機関    １３施設  延べ ６１名派遣 

社会福祉施設等 ４２施設  延べ２３９名派遣 

        ５５施設  延べ３００名派遣 

 

② クラスター予備軍の施設（陽性患者５名未満） 

医療機関     ７施設  延べ１１名派遣 

社会福祉施設等 １２施設  延べ２５名派遣 

           １９施設  延べ３６名派遣 



○高齢者施設等でクラスター等が発生した場合

高齢者施設等で
クラスター等が発生

【保健所】
保健所長がチームの派遣を要
請

【本庁】
○クラスター等対策チームの結成
メンバーの派遣調整を行う。
・本部長（本庁事務方管理職）
・FETP（衛生研究所等）
・ICD、ICN（登録者から医療人材Gが調整）
・リエゾン（主務課が対応）

○（必要に応じて）介護士等派遣スキームによるフォロー

【発生施設】
○チームが行う業務内容※
事務：施設の現状把握、問題点の整理、今後の方針の

検討、本庁との連絡調整、ICD、ICNへの業務
内容伝達 など

ICD ：検体採取、健康観察、搬送順位の検討
ICN ：PPEの着脱指導など感染管理指導
FETP：感染経路の推定、ゾーニング

発生施設へ派遣、指示 終息

【保健所】
発生した場合保健所の役割
・陽性者の把握（発生届）
・入院調整等
・搬送調整

情報共有

情
報
共
有



愛知県新型コロナウイルス感染症調整本部の機能強化について 

 

○医療体制緊急確保チームを設置 

 
・医療体制緊急確保統括官を置き、その

下にＤＭＡＴ隊員の資格を持つ医師等

を配置 

 

＜業務内容＞ 

・各保健所の現場支援 

管内の入院病床の確保・入院調整 

・クラスター発生及び拡大を抑制するた

めの初動対応 

・新型コロナウイルス感染症治癒後の転

院病院調整 等 

 

愛知県新型コロナウイルス感染症対策本部（本部長：知事） 

特
命 



岡山県クラスター対策班（OCIT）

クラスター発生
研修等の要望

派遣依頼

協議・派遣調整

感染管理医師 感染管理認定看護師 疫学 現地医療提供 精神科医療

選抜方法 個別依頼 個別依頼 岡山大学疫学・衛生
学分野、公衆衛生学
分野より

医療機関に、各職種
（医師、看護師、業務
調整担当）の派遣を
依頼

精神科医療機関に、
派遣を依頼

役割 施設感染対策、現地
医療提供時感染対策
研修の実施

施設感染対策、現地
医療提供時感染対策
研修の実施

県庁・保健所支援、
データの解析・解釈
研修の実施

現地でのトリアージ・
医療提供

現地医療提供チーム
に対する、精神科医
療および精神保健活
動支援

依頼方法 県庁・事務局より直接
依頼

県庁・事務局より直接
依頼

県庁・事務局より直接
依頼

感染状況・病床稼働
状況を勘案し、県庁・
事務局より各病院へ
依頼。各医療機関が
選抜。

発生状況、入院患者・
施設入所者の特性な
どに応じて保健所と
協議し依頼。医療機
関が選抜。

依頼保健所

各自治体
各団体

連携

岡山県 対策班事務局
（岡山大学疫学・衛生学）

連絡

感染管理
医師

感染管理
認定看護師

疫学 現地医療提供 精神科医療


